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林業土木積算基準 新旧対照表 
令和６年７月 20 日以降適用 

ページ 新 旧 

 

２－62 

 

第５節 その他通知等に基づく工事費の補正等 
 

５−１ 工事の一時中止に伴う増加費用等の計上    S9360  

～省略～ 

 

５−２ 「週休２日取得モデル工事」における工事費の補正 

１ 概要 

⑴ 現場閉所型 現場閉所による週休２日方式 

⑵ 交 替 制 現場閉所を行うことが困難な工事を対象に、技術者及び技能労働者が交替しながら週休２日

を取得する方式 

２ 対象費目 

⑴ 現場閉所型 労務費、機械経費（賃料）、市場単価、標準単価、共通仮設費（率分）、 

現場管理費（率分） 

⑵ 交 替 制 労務費、市場単価、標準単価、現場管理費（率分） 

３ 積算方法 

⑴ 現場閉所型 「「週休２日取得モデル工事（現場閉所型）」（令和６年７月試行）実施要領」による。（令和６

年７月12日付け治第370号） 

⑵ 交 替 制 「「週休２日取得モデル工事（交替制）」（令和６年７月試行）実施要領」による。（令和６年７

月12日付け治第370号） 

 

５−３ 熱中症対策に資する現場管理費の補正 

～省略～ 

 

５−４ 「快適トイレ」設置に係る費用の計上 

～省略～ 

 

 

第５節 その他通知等に基づく工事費の補正等 
 

５−１ 工事の一時中止に伴う増加費用等の計上    S9360  

～省略～ 

 

５−２ 「週休２日取得モデル工事」における工事費の補正 

１ 概要 

⑴ 現場閉所型 現場閉所による週休２日方式 

⑵ 交 替 制 現場閉所を行うことが困難な工事を対象に、技術者及び技能労働者が交替しながら週休２日

を取得する方式 

２ 対象費目 

⑴ 現場閉所型 労務費、機械経費（賃料）、市場単価、標準単価、共通仮設費（率分）、 

現場管理費（率分） 

⑵ 交 替 制 労務費、標準単価、現場管理費（率分） 

３ 積算方法 

⑴ 現場閉所型 「「週休２日取得モデル工事（現場閉所型）」（令和５年４月試行）実施要領」による。（令和５

年４月11日付け治第75号） 

⑵ 交 替 制 「「週休２日取得モデル工事（交替制）」（令和５年４月試行）実施要領」による。（令和５年４

月11日付け治第75号） 

 

５−３ 熱中症対策に資する現場管理費の補正 

～省略～ 

 

５−４ 「快適トイレ」設置に係る費用の計上 

～省略～ 
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林業土木積算基準 新旧対照表 
令和６年７月 20 日以降適用 

ページ 新 旧 

 

19－10 

 

 ５ 適用にあたっての留意事項 

～省略～ 

 

 ＜参考資料＞ 

⑴ 区画線工で使用する一般的な材料仕様 

 ～省略～ 

⑵ 標準的な材料使用量 

 ペイント式（車載式）                         （1,000ｍ当たり） 

名   称 区    分 単位 実線15cm 破線15cm 

塗 料 
加熱式で施工する場合 ℓ 70 70 

常温式で施工する場合 ℓ 50 50 

ガラスビーズ 
加熱式で施工する場合 kg 59 59 

常温式で施工する場合 kg 39 39 

軽 油 
供用区間に施工する場合 ℓ 33 40 

未供用区間に施工する場合 ℓ 26 31 

 （注）１．使用材料の塗料、ガラスビーズは、ロス分を含む数量である。 

    ２．プロパンガス、希釈剤等の費用は、主材料（塗料、ガラスビーズ、燃料）の３％を計上する。 

区画線消去（削取り式） （1,000ｍ当たり） 

名   称 単位 15cm換算 

軽 油 ℓ 62 

ガ ソ リ ン ℓ 35 
 

 

 ５ 適用にあたっての留意事項 

～省略～ 

 

 ＜参考資料＞ 

⑴ 区画線工で使用する一般的な材料仕様 

 ～省略～ 

⑵ 標準的な材料使用量 

 ペイント式（車載式）                         （1,000ｍ当たり） 

名   称 区    分 単位 実線15cm 破線15cm 

塗 料 
加熱式で施工する場合 ℓ 70 70 

常温式で施工する場合 ℓ 50 50 

ガラスビーズ 
加熱式で施工する場合 kg 59 59 

常温式で施工する場合 kg 39 39 

軽 油 
供用区間に施工する場合 ℓ 34 41 

未供用区間に施工する場合 ℓ 27 32 

 ※使用材料の塗料、ガラスビーズは、ロス分を含む数量である。 

 ※プロパンガス、希釈剤等の費用は、主材料（塗料、ガラスビーズ、燃料）の３％を計上する。 

区画線消去（削取り式） （1,000ｍ当たり） 

名   称 単位 15cm換算 

軽 油 ℓ 67 

ガ ソ リ ン ℓ 37 
 

 

19－15 

 

４－２ 落石防護柵設置・撤去工    S4100   S4102   S4104  

 １ 適 用 範 囲  

   本資料は市場単価方式による落石防護柵（ストーンガード）設置及び撤去工に適用する。 

  ⑴ 市場単価が適用できる範囲 

   ① ～省略～ 

   ② 落石対策便覧（平成29年度版）に対応した製品を採用する場合。 

  ⑵ 市場単価が適用できない範囲 

   ①～⑧ ～省略～ 

   ⑨ 落石対策便覧（平成12年度版）に対応した製品を採用する場合。 

  

 ２ 市場単価の設定 

  ～省略～ 

 

 

４－２ 落石防護柵設置・撤去工    S4100   S4102   S4104  

 １ 適 用 範 囲  

   本資料は市場単価方式による落石防護柵（ストーンガード）設置及び撤去工に適用する。 

  ⑴ 市場単価が適用できる範囲 

   ① ～省略～ 

   ② 落石対策便覧（平成12年度版）に対応した製品を採用する場合 

  ⑵ 市場単価が適用できない範囲 

   ①～⑧ ～省略～ 

   ⑨ 落石対策便覧（平成29年度版）に対応した製品を採用する場合。 

  

 ２ 市場単価の設定 

  ～省略～ 
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19－21 

 

４－３ 落石防止網設置工 

 １ 適 用 範 囲    S4110   S4111   S4112  

   本資料は、市場単価方式による落石防止網（ロックネット）設置工に適用する。 

  ⑴ 市場単価が適用できる範囲 

   ①～② ～省略～ 

   ③ 落石対策便覧（平成29年度版）に対応した製品を採用する場合。 

  ⑵ 市場単価が適用できない範囲 

   ①～⑤ ～省略～ 

   ⑥ 落石対策便覧（平成12年度版）に対応した製品を採用する場合。 

   ⑦ 離島及び山間僻地等で、明らかに単価が異なると判断される地域の場合。 

   ⑧ その他、規格・仕様等が適合せず、市場価格が適用できない場合。 

 

 ２ 市場単価の設定 

  ～省略～ 

 

 

４－３ 落石防止網設置工 

 １ 適 用 範 囲    S4110   S4111   S4112  

   本資料は、市場単価方式による落石防止網（ロックネット）設置工に適用する。 

  ⑴ 市場単価が適用できる範囲 

   ①～② ～省略～ 

   （新設） 

  ⑵ 市場単価が適用できない範囲 

   ①～⑤ ～省略～ 

   （新設） 

   ⑥ 離島及び山間僻地等で、明らかに単価が異なると判断される地域の場合。 

   ⑦ その他、規格・仕様等が適合せず、市場価格が適用できない場合。 

 

 ２ 市場単価の設定 

  ～省略～ 

 

 

19－30 

 

  ⑶ 加算率・補正係数 

   ① 加算率・補正係数適用基準 

規 格 ・ 仕 様 適  用  基  準 記号 備考 

加

算

率 

施 工 規 模 

標準 Ｓ０ 

全体 
数量 １工事の施工規模が標準より小さい場合は、対象とな

る規格・仕様の単価を率で加算する。 

Ｓ１ 
Ｓ２ 

Ｓ３ 

Ｓ４ 

補 

正 

係 

数 

施工基面からの法面の 
垂直高45ｍを超え80ｍ 
以下の場合 

植生基材吹付工において、法面の垂直高が45ｍを超え
80ｍ以下の場合は、対象となる規格・仕様の単価を係
数で補正する。 
ただし、施工基面より下面への施工は補正しない。 

Ｋ１ 

対象 
数量 枠 内 吹 付 の 場 合 

モルタル吹付工  
コンクリート吹付工 
植生基材吹付工  

吹付枠工で枠内吹付をする場合、対象となる規格・仕
様の単価を係数で補正する。 
また、対象となる数量は、枠内に吹付ける面積とする。 

Ｋ２ 

  ～省略～ 

 

 

  ⑶ 加算率・補正係数 

   ① 加算率・補正係数適用基準 

規 格 ・ 仕 様 適  用  基  準 記号 備考 

加

算

率 
施 工 規 模 

標準 Ｓ０ 

全体 
数量 １工事の施工規模が標準より小さい場合は、対象とな

る規格・仕様の単価を率で加算する。 

Ｓ１ 
Ｓ２ 

Ｓ３ 

(新設) 

補 

正 

係 

数 

施工基面からの法面の 
垂直高45ｍを超え80ｍ 
以下の場合 

植生基材吹付工において、法面の垂直高が45ｍを超え
80ｍ以下の場合は、対象となる規格・仕様の単価を係
数で補正する。 
ただし、施工基面より下面への施工は補正しない。 

Ｋ１ 

対象 
数量 枠 内 吹 付 の 場 合 

モルタル吹付工  
コンクリート吹付工 
植生基材吹付工  

吹付枠工で枠内吹付をする場合、対象となる規格・仕
様の単価を係数で補正する。 
また、対象となる数量は、枠内に吹付ける面積とする。 

Ｋ２ 

  ～省略～ 
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19－31 

 

 ② 加算率・補正係数の数値 

区  分 記号 モルタル吹付工 コンクリート吹付工 
機械播種施工による植生工 

植生基材吹付工 客土吹付工 種子散布工 

加 
 

算 
 

率 

施工規模 

Ｓ0 
（1,000㎡以上）

０％ 
（1,000㎡以上）

０％ 
（1,000㎡以上） 

０％ 
（1,000㎡以上）

０％ 
（1,000㎡以上）

０％ 

Ｓ１ 
（500㎡以上 

1,000㎡未満）
10％ 

（500㎡以上 
1,000㎡未満）

10％ 

（500㎡以上 
1,000㎡未満）

10％ 

（500㎡以上 
1,000㎡未満）

10％ 

（500㎡以上 
1,000㎡未満）

15％ 

Ｓ２ 
（250㎡以上 

500㎡未満）
20％ 

（250㎡以上 
500㎡未満）
20％ 

（250㎡以上 
500㎡未満）
15％ 

（250㎡以上 
500㎡未満）
15％ 

（250㎡以上 
500㎡未満）
25％ 

Ｓ３ 
（100㎡以上 

250㎡未満) 
35％ 

（100㎡以上 
250㎡未満) 

35％ 

（100㎡以上 
250㎡未満) 

25％ 

（100㎡以上 
250㎡未満) 

25％ 

（100㎡以上 
250㎡未満) 

45％ 

Ｓ４ 
（100㎡未満） 

50％ 
（100㎡未満） 

50％ 
（100㎡未満） 

50％ 
（100㎡未満） 

50％ 
（100㎡未満） 

60％ 

補

正

係

数 

法面垂直高 
45ｍを超え80
ｍ以下の場合 

Ｋ１ − − 1.10 − − 

枠内吹付の
場合 

Ｋ２ 0.80 0.80 0.80 − − 

（注）～省略～ 

 

   ③ 加算率・補正係数の数値 

区  分 記号 

人力施工による植生工 ネット張工 

植生マット工 
植生シート工 

植生筋工 筋芝工 張芝工 繊維ネット工 

加 
 

算 
 

率 

施工規模 

Ｓ0 
（1,000㎡以上） 

０％ 
（500㎡以上） 

０％ 
（500㎡以上） 

０％ 
（500㎡以上） 

０％ 
（1,000㎡以上） 

０％ 

Ｓ１ 
（500㎡以上 

1,000㎡未満）
10％ 

（300㎡以上 
500㎡未満） 
20％ 

（300㎡以上 
500㎡未満）
20％ 

（300㎡以上 
500㎡未満）
20％ 

（500㎡以上 
1,000㎡未満）

10％ 

Ｓ２ 
（250㎡以上 

500㎡未満）
20％ 

（100㎡以上 
300㎡未満） 
40％ 

（100㎡以上 
300㎡未満）
40％ 

（100㎡以上 
300㎡未満）
40％ 

（250㎡以上 
500㎡未満）
20％ 

Ｓ３ 
（250㎡未満） 

35％ 
（100㎡未満） 

50％ 
（100㎡未満） 

50％ 
（100㎡未満） 

50％ 
（250㎡未満） 

35％ 

（注）～省略～ 

 

 

 ② 加算率・補正係数の数値 

区  分 記号 モルタル吹付工 コンクリート吹付工 
機械播種施工による植生工 

植生基材吹付工 客土吹付工 種子散布工 

加 
 

算 
 

率 

施工規模 

Ｓ0 
（1,000㎡以上）

０％ 
（1,000㎡以上）

０％ 
（1,000㎡以上）

０％ 
（1,000㎡以上）

０％ 
（1,000㎡以上） 

０％ 

Ｓ１ 
（500㎡以上 

1,000㎡未満）
５％ 

（500㎡以上 
1,000㎡未満）

５％ 

（500㎡以上 
1,000㎡未満）

５％ 

（500㎡以上 
1,000㎡未満）

５％ 

（500㎡以上 
1,000㎡未満）

10％ 

Ｓ２ 
（250㎡以上 

500㎡未満）
15％ 

（250㎡以上 
500㎡未満）
15％ 

（250㎡以上 
500㎡未満）
10％ 

（250㎡以上 
500㎡未満）
10％ 

（250㎡以上 
500㎡未満）
20％ 

Ｓ３ 
（250㎡未満） 

30％ 
（250㎡未満） 

30％ 
（250㎡未満） 

20％ 
（250㎡未満） 

20％ 
（250㎡未満） 

40％ 

（新設） 

補

正

係

数 

法面垂直高 
45ｍを超え80
ｍ以下の場合 

Ｋ１ − − 1.10 − − 

枠内吹付の
場合 

Ｋ２ 0.80 0.80 0.80 − − 

（注）～省略～ 

 

   ③ 加算率・補正係数の数値 

区  分 記号 

人力施工による植生工 ネット張工 

植生マット工 
植生シート工 

植生筋工 筋芝工 張芝工 繊維ネット工 

加 
 

算 
 

率 

施工規模 

Ｓ0 
（1,000㎡以上） 

０％ 
（500㎡以上） 

０％ 
（500㎡以上） 

０％ 
（500㎡以上） 

０％ 
（1,000㎡以上） 

０％ 

Ｓ１ 
（500㎡以上 

1,000㎡未満）
５％ 

（300㎡以上 
500㎡未満）
15％ 

（300㎡以上 
500㎡未満）
15％ 

（300㎡以上 
500㎡未満）
15％ 

（500㎡以上 
1,000㎡未満）

５％ 

Ｓ２ 
（500㎡未満） 

15％ 
（300㎡未満） 

35％ 
（300㎡未満） 

35％ 
（300㎡未満） 

35％ 
（500㎡未満） 

15％ 

（新設） 

（注）～省略～ 
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19－32 

 

  ⑷ 直接工事費の算出 

    直接工事費＝設計単価（注）×設計数量 

   （注） 設計単価＝標準の市場単価×（１＋Ｓ０orＳ１orＳ２orＳ３orＳ４／100）×（Ｋ１×Ｋ２） 

 

 ３ 適用にあたっての留意事項 

  ～省略～ 

 

  ⑷ 直接工事費の算出 

    直接工事費＝設計単価（注）×設計数量 

   （注） 設計単価＝標準の市場単価×（１＋Ｓ０orＳ１orＳ２orＳ３／100）×（Ｋ１×Ｋ２） 

 

 ３ 適用にあたっての留意事項 

  ～省略～ 

 

19－37 

 

～省略～ 

 

 ３ 加算率・補正係数 

  ⑴ 加算率・補正係数の適用基準 

規 格 ・ 仕 様 適  用  基  準 記号 備考 

加 

算 

率 

施 工 規 模 

標準 Ｓ０ 全体数量 

１工事の施工規模が標準より小さい場合は、対象と
なる規格・仕様の単価を率で加算する 

Ｓ１ 
Ｓ２ 

Ｓ３ 

Ｓ４ 

全体数量 

補
正
係
数 

ラス張工で法面清掃
を必要としない場合 

ラス張工で法面清掃を必要としない場合は、対象と
なる規格・仕様の単価を係数で補正する。 Ｋ１ 対象数量 

 

 

～省略～ 

 

 ３ 加算率・補正係数 

  ⑴ 加算率・補正係数の適用基準 

規 格 ・ 仕 様 適  用  基  準 記号 備考 

加 

算 

率 

施 工 規 模 

標準 Ｓ０ 全体数量 

１工事の施工規模が標準より小さい場合は、対象と
なる規格・仕様の単価を率で加算する 

Ｓ１ 
Ｓ２ 

Ｓ３ 

(新設) 

全体数量 

補
正
係
数 

ラス張工で法面清掃
を必要としない場合 

ラス張工で法面清掃を必要としない場合は、対象と
なる規格・仕様の単価を係数で補正する。 Ｋ１ 対象数量 
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19－38 

 

  ⑵ 加算率・補正係数の数値 

区     分 記号 吹 付 枠 工 ラ ス 張 工 

加 

算 

率 

施 工 規 模 

Ｓ0 
（500ｍ以上） 

０％ 
（1000㎡以上） 

０％ 

Ｓ１ 
（250ｍ以上500ｍ未満） 

20％ 
（500㎡以上1000㎡未満） 

20％ 

Ｓ２ 
（100ｍ以上250ｍ未満） 

30％ 
（250㎡以上500㎡未満） 

35％ 

Ｓ３ 
（50ｍ以上100ｍ未満） 

50％ 
（100㎡以上250㎡未満） 

45％ 

Ｓ４ 
（50ｍ未満） 

80％ 
（100㎡未満） 

60％ 

補正 
係数 

ラス張工で法面清掃を
必要としない場合 

Ｋ１ − 0.75 

  （注）ラス張工で法面清掃を必要としない場合の補正係数（Ｋ１）は、客土吹付工においてラス張工を施工する場
合に適用する。補正により、法面清掃とその際発生する残土の積込・運搬費用が市場単価より除かれる。 

 

 ４ 加 算 額 

  ～省略～ 

 

 ５ 直接工事費の算出 

   直接工事費＝（設計単価（注１）×設計数量）＋加算額総金額（注２） 

  （注１）設計単価＝標準の市場単価×（１＋Ｓ０orＳ１orＳ２orＳ３orＳ４／100）×（Ｋ１） 

  （注２）加算額総金額＝加算額×総数量 

 

 ６ 適用にあたっての留意事項 

  ～省略～ 

 

 

  ⑵ 加算率・補正係数の数値 

区     分 記号 吹 付 枠 工 ラ ス 張 工 

加 

算 

率 

施 工 規 模 

Ｓ0 
（500ｍ以上） 

０％ 
（1000㎡以上） 

０％ 

Ｓ１ 
（250ｍ以上500ｍ未満） 

10％ 
（500㎡以上1000㎡未満） 

15％ 

Ｓ２ 
（100ｍ以上250ｍ未満） 

20％ 
（250㎡以上500㎡未満） 

30％ 

Ｓ３ 
（100ｍ未満） 

40％ 
（250㎡未満） 

40％ 

（新設） 

補正 
係数 

ラス張工で法面清掃を
必要としない場合 

Ｋ１ − 0.75 

  （注）ラス張工で法面清掃を必要としない場合の補正係数（Ｋ１）は、客土吹付工においてラス張工を施工する場
合に適用する。補正により、法面清掃とその際発生する残土の積込・運搬費用が市場単価より除かれる。 

 

 ４ 加 算 額 

  ～省略～ 

 

 ５ 直接工事費の算出 

   直接工事費＝（設計単価（注１）×設計数量）＋加算額総金額（注２） 

  （注１）設計単価＝標準の市場単価×（１＋Ｓ０orＳ１orＳ２orＳ３／100）×（Ｋ１） 

  （注２）加算額総金額＝加算額×総数量 

 

 ６ 適用にあたっての留意事項 

  ～省略～ 
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第９節 排水構造物工〔標準単価〕 
 

９－１ 排水構造物工    S4190   S4191   S4192   S4195  

 １ 適 用 範 囲 

  ～省略～ 

 

 ２ 標準単価の設定 

  ⑴ 標準単価の構成と範囲 

    標準単価で対応しているのは、機・労・材の○及びフロー図の実線部分である。 

   ① 排水構造物工（Ｕ型側溝据付・伏替）   S4190  

     排水構造物工（横断溝据付・伏替）    S4195  

工   種 
標準単価 

機 労 材 

Ｕ 型 側 溝 ○ ○ 
※
× 

（注）１．敷モルタルの材料費（ロス含む）は含む。 

２．据付に必要なクレーン及びカッターブレード、コンクリートカッタ、目地モルタル、Ｕ型側溝損失分の費用、

現場内小運搬等の費用を含む。 

３．側溝本体の切断により生じる粉塵の処理については、別途考慮する。 

４．基面整正は含まない。 

５．※については、必要により本施工単価（Ｓ4190、Ｓ4195）で材料費を計上する。 

   ② 排水構造物工（自由勾配側溝）    S4191  

工   種 
標準単価 

機 労 材 

自 由 勾 配 
側 溝 

○ ○ 
※
× 

  （注）１．据付に必要なクレーン及びカッターブレード、コンクリートカッタ、目地モルタル、型枠、自由勾配側溝損失分

の費用、現場内小運搬等の費用を含む。 

     ２．側溝本体の切断により生じる粉塵の処理については、別途考慮する。 

     ３．基面整正は含まない。 

     ４．特殊養生、雪寒仮囲いのための機械経費、労務費、材料費は含まない。 

なお、必要な場合は別途計上する。 

     ５．※については、必要により本施工単価（Ｓ4191）で材料費を計上する。 

 

第９節 排水構造物工〔標準単価〕 
 

９－１ 排水構造物工    S4190   S4191   S4192   S4195  

 １ 適 用 範 囲 

  ～省略～ 

 

 ２ 標準単価の設定 

  ⑴ 標準単価の構成と範囲 

    標準単価で対応しているのは、機・労・材の○及びフロー図の実線部分である。 

   ① 排水構造物工（Ｕ型側溝据付・伏替）   S4190  

     排水構造物工（横断溝据付・伏替）    S4195  

工   種 
標準単価 

機 労 材 

Ｕ 型 側 溝 ○ ○ 
※
× 

（注）１．敷モルタルの材料費（ロス含む）は含む。 

２．据付に必要なクレーン及びカッターブレード、コンクリートカッタ、目地モルタル、Ｕ型側溝損失分の費用、

現場内小運搬等の費用を含む。 

（新設） 

３．基面整正は含まない。 

４．※については、必要により本施工単価（Ｓ4190、Ｓ4195）で材料費を計上する。 

   ② 排水構造物工（自由勾配側溝）    S4191  

工   種 
標準単価 

機 労 材 

自 由 勾 配 
側 溝 

○ ○ 
※
× 

  （注）１．据付に必要なクレーン及びカッターブレード、コンクリートカッタ、目地モルタル、型枠、自由勾配側溝損失分

の費用、現場内小運搬等の費用を含む。 

     （新設） 

     ２．基面整正は含まない。 

     ３．特殊養生、雪寒仮囲いのための機械経費、労務費、材料費は含まない。 

なお、必要な場合は別途計上する。 

     ４．※については、必要により本施工単価（Ｓ4191）で材料費を計上する。 

 

据
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～省略～ 

 

  ⑶ 加算率・補正係数の適用基準 

   ① 加算率・補正係数の適用基準 

    ～省略～ 

② 加算率・補正係数の数値 

           加算率・補正係数の数値（設置工） 

区  分 記号 
標識柱・基礎 標識板 

路側式 案内（新設） 案内以外 

加
算
率 

施 工 規 模 

Ｓ0 （5基以上） 0％ （10㎡以上） 0％ （5基以上） 0％ 

Ｓ1 （3～4基） 25％ （10㎡未満） 5％ （3～4基）15％ 

Ｓ2 （2基以下）35％ ― （2基以下）25％ 

補
正
係
数 

景観色塗装柱の場合 Ｋ1 1.10 ― ― 

（注）１．「案内以外」は、警戒・規制・指示・路線番号標識に適用する。 

２．標識板設置の施工規模は、標識板の１枚当たりの面積区分によらず１工事の全体数量で判断する。た

だし、１工事において設置及び撤去の作業がある場合は、設置・撤去それぞれの数量で判定する。 

 

           加算率の数値（撤去工） 

区  分 記号 
標識柱・基礎 標識板 

路側式 警戒・規制・指示・路線番号標識 

加
算
率 

施 工 規 模 

Ｓ0 （５基以上） ０％ （５基以上） ０％ 

Ｓ1 （３～４基）  25％ （３～４基） 15％ 

Ｓ2 （２基以下） 35％ （２基以下） 25％ 

（注）標識板撤去の施工規模は、標識板の１枚当たりの面積区分によらず１工事の全体数量で判断する。ただし、

１工事において設置及び撤去の作業がある場合は、設置・撤去それぞれの数量で判定する。 

 

 

～省略～ 

 

  ⑶ 加算率・補正係数の適用基準 

   ① 加算率・補正係数の適用基準 

    ～省略～ 

② 加算率・補正係数の数値 

           加算率・補正係数の数値（設置工） 

区  分 記号 
標識柱・基礎 標識板 

路側式 案内（新設） 案内以外 

加
算
率 

施 工 規 模 

Ｓ0 （5基以上） 0％ （10㎡以上） 0％ （5基以上） 0％ 

Ｓ1 （3～4基） 15％ （10㎡未満） 5％ （3～4基）15％ 

Ｓ2 （2基以下）25％ ― （2基以下）25％ 

補
正
係
数 

景観色塗装柱の場合 Ｋ1 1.10 ― ― 

（注）１．「案内以外」は、警戒・規制・指示・路線番号標識に適用する。 

２．標識板設置の施工規模は、標識板の１枚当たりの面積区分によらず１工事の全体数量で判断する。た

だし、１工事において設置及び撤去の作業がある場合は、設置・撤去それぞれの数量で判定する。 

 

           加算率の数値（撤去工） 

区  分 記号 
標識柱・基礎 標識板 

路側式 警戒・規制・指示・路線番号標識 

加
算
率 

施 工 規 模 

Ｓ0 （５基以上） ０％ （５基以上） ０％ 

Ｓ1 （３～４基）  15％ （３～４基） 15％ 

Ｓ2 （２基以下） 25％ （２基以下） 25％ 

（注）標識板撤去の施工規模は、標識板の１枚当たりの面積区分によらず１工事の全体数量で判断する。ただし、

１工事において設置及び撤去の作業がある場合は、設置・撤去それぞれの数量で判定する。 
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３ 加算率・補正係数 

  ⑴ 加算率・補正係数の適用基準 

   ～省略～ 

 

  ⑵ 加算率・補正係数の数値 

区  分 記号 
現 場 条 件  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

加
算
率 

施工規模 

Ｓ0 
(200ｍ以上) 

0% 
(200ｍ以上) 

0% 
－ 

Ｓ1 
(100ｍ以上200ｍ未満) 

20% 
(100ｍ以上200ｍ未満) 

20% 
－ 

Ｓ2 
(100ｍ未満) 

35% 

(100ｍ未満) 

35% 
－ 

補
正 

係
数 

法面垂直高さ 

20ｍを超え30ｍ以下の場合 
Ｋ1 1.15 － － 

 

 ４～５ ～省略～ 

 

 

３ 加算率・補正係数 

  ⑴ 加算率・補正係数の適用基準 

   ～省略～ 

 

  ⑵ 加算率・補正係数の数値 

区  分 記号 
現 場 条 件  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

加
算
率 

施工規模 

Ｓ0 
(200ｍ以上) 

0% 
(200ｍ以上) 

0% 
－ 

Ｓ1 
(100ｍ以上200ｍ未満) 

10% 
(100ｍ以上200ｍ未満) 

10% 
－ 

Ｓ2 
(100ｍ未満) 

25% 

(100ｍ未満) 

25% 
－ 

補
正 

係
数 

法面垂直高さ 

20ｍを超え30ｍ以下の場合 
Ｋ1 1.15 － － 

 

 ４～５ ～省略～ 

 

 

参－7 

 

２ 林業土木工事及び委託業務の閲覧設計書における単価及び歩掛は次により公表する。 

(令和６年４月10日付け治第98号「閲覧設計図書（単抜設計書）における単価・歩掛の取扱いについて（通知）」

及び令和６年４月10日付け治第99号「提示用見積参考資料（特別単価調査資材 単価一覧表（提示用））の作成及

び提示に関する留意事項について（通知）」による。) 

⑴～⑶ ～省略～ 

 

 

２ 林業土木工事及び委託業務の閲覧設計書における単価及び歩掛は次により公表する。 

(令和４年11月17日付け治第686号「閲覧設計図書（単抜設計書）における単価・歩掛の取扱いについて（通知）」

及び平成30年11月14日付け治第599号「提示用見積参考資料（特別単価調査資材 単価一覧表（提示用））の作成

及び提示に関する留意事項について（通知）」による。) 

⑴～⑶ ～省略～ 
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参－8 

 

１－４ 特殊処理データの処理方法 

特殊処理データにおける工事金額への加減算、諸経費の対象 

データ
コード 

名 称 内 容 計上箇所 

工事金額 
への加減算 

共 通 
仮設費 

現場環境 
改善費 

現 場 
管理費 

工 場 
管理費 

一 般 
管理費 

条件処理 ◎:加算 
△:減算 
■:なし 

上記経費を算出するための対象額 
○：対象とする 
×：対象としない 

＃0040 

※1 
購入費特殊処理 
（工種に材料費の
計上あり） 

簡易組立式橋梁、プレ
キャストＰＣ桁、ポン
プ及びグレーチング床
版、大型遊具（設計製作
品）等の購入費 

直接 
工事費 

■ × ○ ○ × ○ 

 
Ａ＝0 
（工事金額への加減算なし） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

※2 
購入費特殊処理 
（工種に材料費の 
計上なし） 

直接 
工事費 

◎ × ○ ○ × ○ 

 
Ａ＝1 
（工事金額へ加算する） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

＃0041 処分費等特殊処理 

樹木をチェーンソー等により
切り倒す伐採作業により発生
する建設廃棄物及びアスファ
ルト・コンクリート廃材の処分
場処分費 

直接 
工事費 

◎ ○ × ○ × ○ 

 
Ａ＝1 
（工事金額へ加算する） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

＃0042 支給品特殊処理 
上記１、２を支給 
する場合の支給品 
費 

直接 
工事費 

■ × ○ ○ × × 

 
Ａ＝０ 
（工事金額への加減算なし） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

＃0043 
鋼製ダム材料費特
殊処理 

鋼製バットレス式治山ダ
ム、鋼製スリット治山ダム、
大型標柱の材料費、鋼桁、門
扉等の工場製作にかかる費
用 

直接 
工事費 

◎ × ○ × × ○ 

 
Ａ＝１ 
（工事金額へ加算する） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

＃0044 
ＩＣＴ活用工事特
殊処理 

ＩＣＴ活用工事の３次元起
工測量及び３次元設計デー
タ作成費用（間接費含む） 

技術 
管理費 

◎ × × × × × 

Ａ＝１ 
（工事金額へ加算する） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

＃0045 

ヘリ飛行経費特殊
処理 

ヘリコプターの飛行経費 
（共通仮設費、イメージア
ップ経費、現場管理費、一般
管理費の対象とならないも
の） 

直接 
工事費 

◎ × × × × × 

 
Ａ＝１ 
（工事金額へ加算する） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

※4 
ヘリ飛行経費特殊
処理 

処分場処理経費（共通仮設
費、イメージアップ経費、現
場管理費、一般管理費の対
象とならないもの） 

直接 
工事費 

△ × × × × × 

 
Ａ＝２ 
（工事金額から減算する） 
Ｂ＝２ 
（特殊金額減算累計） 

＃0046 
工場管理費対象額
特殊処理 

工場製作工種内で、純工事費 
から材料費（工場塗装にかか 
る材料費は除く）を除いたも 
の（工場管理費の対象となる 
もの） 

工場 
管理費 

◎ × × × ○ ○ 

 
Ａ＝１ 
（工事金額へ加算する） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

＃0048 
※5 

準備費に計上する
処分費特殊処理 

伐開、除根等によ 
り発生する建設廃 
棄物等の処分費 

準備費 ◎ ○ × ○ × ○ 

 
Ａ＝１ 
（工事金額へ加算する） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

＃0020 

※1 
支給品データ 
（工種に材料費の 
計上あり） 上記１、２以外の 

一般材料の支給品 
費 

直接 
工事費 
事業 

損失防止 
施設費 

△ ○ ○ ○ × × 

 
Ａ＝２ 
（工事金額から減算する） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

※2 
支給品データ 
（工種に材料費の 
計上なし） 

■ ○ ○ ○ × × 

 
Ａ＝0 
（工事金額への加減算なし） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

＃0030 

※1 
発生材データ 
（工種に材料費の 
計上あり） 

現場発生材費 

直接 
工事費 
共通 
仮設費 

△ × × × × × 
 
Ａ＝２ 
（工事金額から減算する） 

※2 
発生材データ 
（工種に材料費の 
計上なし） 

■ × × × × × 
 
Ａ＝０ 
（工事金額への加減算なし） 

※１～５ ～省略～ 

 

１－４ 特殊処理データの処理方法 

特殊処理データにおける工事金額への加減算、諸経費の対象 

データ 
コード 

名 称 内 容 計上箇所 

工事金額 
への加減算 

共 通 
仮設費 

現場環境 
改善費 

現 場 
管理費 

工 場 
管理費 

一 般 
管理費 

条件処理 ◎:加算する 
△:減算する 
■:加減算なし 

上記経費を算出するための対象額 
○：対象とする 
×：対象としない 

＃0040 

1 

※1 
購入費特殊処理 
（工種に材料費の
計上あり） 

簡易組立式橋梁、プレ
キャストＰＣ桁、ポン
プ及びグレーチング床
版、大型遊具（設計製作
品）等の購入費 

直接 
工事費 

■ × ○ ○ × ○ 

＃0040 
Ａ＝0 
（工事金額への加減算なし） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

2 

※2 
購入費特殊処理 
（工種に材料費の 
計上なし） 

直接 
工事費 

◎ × ○ ○ × ○ 

＃0040 
Ａ＝1 
（工事金額へ加算する） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

＃0041 3 処分費等特殊処理 

樹木をチェーンソー等により
切り倒す伐採作業により発生
する建設廃棄物及びアスファ
ルト・コンクリート廃材の処分
場処分費 

直接 
工事費 

◎ ○ × ○ × 
○ 
 

＃0041 
Ａ＝1 
（工事金額へ加算する） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

＃0042 4 支給品特殊処理 
上記１、２を支給 
する場合の支給品 
費 

直接 
工事費 

■ × ○ ○ × × 

＃0042 
Ａ＝０ 
（工事金額への加減算なし） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

＃0043 5 
鋼製ダム材料費特
殊処理 

鋼製バットレス式治山ダ
ム、鋼製スリット治山ダム、
大型標柱の材料費、鋼桁、門
扉等の工場製作にかかる費
用 

直接 
工事費 

◎ × ○ × × ○ 

＃0043 
Ａ＝１ 
（工事金額へ加算する） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

（新設） 

＃0045 

6 
ヘリ飛行経費特殊
処理 

ヘリコプターの飛行経費 
（共通仮設費、イメージア
ップ経費、現場管理費、一般
管理費の対象とならないも
の） 

直接 
工事費 

◎ × × × × × 

＃0045 
Ａ＝１ 
（工事金額へ加算する） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

7 
※4 

ヘリ飛行経費特殊
処理 

処分場処理経費（共通仮設
費、イメージアップ経費、現
場管理費、一般管理費の対
象とならないもの） 

直接 
工事費 

△ × × × × × 

＃0045 
Ａ＝２ 
（工事金額から減算する） 
Ｂ＝２ 
（特殊金額減算累計） 

＃0046 8 
工場管理費対象額
特殊処理 

工場製作工種内で、純工事費 
から材料費（工場塗装にかか 
る材料費は除く）を除いたも 
の（工場管理費の対象となる 
もの） 

工場 
管理費 

◎ × × × ○ ○ 

＃0046 
Ａ＝１ 
（工事金額へ加算する） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

＃0048 ９ 
※5 

準備費に計上する
処分費特殊処理 

伐開、除根等によ 
り発生する建設廃 
棄物等の処分費 

準備費 ◎ ○ × ○ × ○ 

＃0048 
Ａ＝１ 
（工事金額へ加算する） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

＃0020 

10 

※1 
支給品データ 
（工種に材料費の 
計上あり） 上記１、２以外の 

一般材料の支給品 
費 

直接 
工事費 
事業 

損失防止 
施設費 

△ ○ ○ ○ × × 

＃0020 
Ａ＝２ 
（工事金額から減算する） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

11 

※2 
支給品データ 
（工種に材料費の 
計上なし） 

■ ○ ○ ○ × × 

＃0020 
Ａ＝0 
（工事金額への加減算なし） 
Ｂ＝１ 
（特殊金額加算累計） 

＃0030 

12 

※1 
発生材データ 
（工種に材料費の 
計上あり） 

現場発生材費 

直接 
工事費 
共通 
仮設費 

△ × × × × × 
＃0030 
Ａ＝２ 
（工事金額から減算する） 

13 

※2 
発生材データ 
（工種に材料費の 
計上なし） 

■ × × × × × 
＃0030 
Ａ＝０ 
（工事金額への加減算なし） 

※１～５ ～省略～ 

 

※3 ※3 ※3 

※3 ※3 ※3 

※3 ※3 ※3 

※3 ※3 ※3 


